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会長エレクト　田守　正彦君
　昨年10月からエレクト・幹事予定者
研修が始まり、私自身まだ理解不足なと
ころばかりですが、次年度2600地区ガ
バナーの想いを、ご報告申し上げます。
　まず、2026－27年度の国際ロータ

リー会長、オラインカ・ハキーム・ババロラ氏はナイ
ジェリアの方で、石油・ガスの供給会社と、管理職コー
チングと組織業績アドバイザーグループの2社を経営さ
れており、RI理事も歴任されています。
　また、2600地区ガバナーエレクトの橋上信久さん
は下伊那郡阿智村の橋上病院の理事長をされており、
2024－25年度の下伊那地区ガバナー補佐をされました。
　ババロラ氏は「CREATE LASTING IMPACT」を
テーマとし、ロータリーの活動が「成果」だけでなく持
続可能なインパクトを生み出すことの重要性を強く訴え
ています。ロータリーは社会を変えるだけでなく、私た
ち一人ひとりの人生、価値観、家族、そしてキャリアに
深い変化をもたらしてきました。困難な時期において、
ロータリーが「居場所」として会員を支え、希望を与え
てきたことが、世界中の体験談から語られています。
　また、持続可能なインパクトの具体例として、南ア
フリカ・ナイズナでの幼児教育プロジェクトや、ナイ
ジェリアでの保健プロジェクトが紹介されています。こ
れらは短期的な成果にとどまらず、世代を超えて命を守
り続ける取り組みであり、まさに未来に残る価値を生み
出す活動です。さらに国際ロータリーは、2030年まで
にロータリアン125万人、ローターアクター12万5千人
という大きな目標を掲げています。その達成には、私た
ち一人ひとりが「迎え入れる姿勢」を持ち、年齢や背景、
価値観の違いを尊重し、多様性を受け入れることが欠か
せません。多様性と包摂こそが、ロータリーの未来を切
り拓く鍵であると訴えています。
　そして、ババロラ会長は「変化」と「インパクト」は
異なると述べています。変化は始まりでありインパク
トは持続しなければならない。従来の数値的成果を重
視しつつも「グッドからベター、そしてベストへ」と

成長し続ける姿勢が求められています。今年度のテーマ
「UNITE FOR GOOD」、次年度のテーマ「CREATE 
LASTING IMPACT」。この二つは別々のメッセージで
はなく同じ方向を向いた連続したメッセージであると私
は考えています。団結は目的ではなく手段であり、力を
合わせることで「良いこと」を行い、その成果を未来
に残る価値へと進化させていく。その到達点こそがイ
ンパクトであります。と橋上エレクトは伝えてくれま
した。そして私たち第2600地区は「COME BACK TO 
SHINSHU」次世代に向けて魅力ある“ふるさと信州”の
環境づくりを新たな発想で考え行動する、この想いを次
年度の基調として掲げてまいります。

　今の10代の子どもたちは20年後には30代となり、地
域の中心を担う世代になります。私たちロータリアンの
知識と経験を生かし、未来の信州をより魅力ある地域
へと育てていくことが、次世代の人材を地元に根づかせ、
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やがてロータリーに参加してもらうための「持続可能な
インパクト」につながると信じています。私自身それぞ
れの内容はまだ腑に落ちておりませんが、3つ目の「参

加者の積極的なかかわりを促す」にチャレンジしたいと
思います。そして次年度、皆さまと共に未来に残る価値
を創り出すきっかけの一年にしてまいりたいと思います。

例　会　日　誌　  4月22日（水）　晴れ　　2025～2026  No.33
●司　　会 橋詰洋平君
●斉　　唱　「奉仕の理想」
●ラッキー賞　竹花　強君（季節のアレンジ花）
●友 愛 賞 小田中譲君（栁澤誠君より氷川神社のお土産）
　　　　　　工藤　恒君（蓑輪君より東京『矢切の渡』付近のお土産）
●４月慶祝 【周年祝い】
　　　　　　母袋創一君 34年　塩之入永子　 19年
　　　　　　倉島　博君 15年　玉井権太郎君 7年
　　　　　　中嶋大介君 4年　 石井公彦君 3年
　　　　　　平林知晃君 2年　 上條和宏君 1年
　　　　　　西森勇太君 1年
　　　　　 【結婚記念日祝い】
　　　　　　倉島　博君・照美　 4／5
　　　　　　滝澤修一君・十久子　 4／15
　　　　　　栁澤　誠君・友子　 4／15
　　　　　　依田育也君・美保子　 4／15
　　　　　　小林正人君・良子　 4／16
　　　　　　母袋創一君・智子　 4／21
　　　　　　水出博史君・久美子　 4／22
　　　　　　村上　泰君・香屋子　 4／28
　　　　　　田守正彦君・るり　 4／29
　　　　　 【誕生日祝い】
　　　　　　飯島裕也君 4／2　玉井権太郎君 4／23
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■会長挨拶　　　　　　　　　　　　山寺 髙太郎 会長
　士農工商という言葉がありますが、ある関係者は士農
工商プラスティックだと自虐的に言っています。
　私は、父が経営していたプロパンガス会社、扱い品目
は家庭用・工業用プロパンガス、タクシー用などに使わ
れるブタンガス、フロンや窒素等の一般高圧ガス、さら
にGS経営、重油、灯油等を扱う燃料屋にいましたので、
その言葉を聞いた時、士農工商プラスティックそのまた
下がプロパン屋だと言い返した覚えがあります。
　プラスティックも石油燃料も産業や生活のベース部分
を支えている為あって当たり前の事業で、多くの人が参
入し激しい競争をしている世界ですから常に質・量そし
て価格ついでに納期も強要されていると感じていました。
　今、イラン戦争が報道されていますが、一般的に供給
が1割不足すると石油ショックが起きると云われていま
す。過去の石油ショックでは、私の記憶では約8％程度
の供給減でしたが、現在供給が2割落ちているとのこと
で石油ショックが起きても不思議ではないわけですが、
200日を超える備蓄と政府補助のお陰で、すこし落ち着
ている感じがします。

　さて、まちづくりというと江戸時代の街並みの再現が
ほとんどで、上田市でも柳町や上田城の櫓復元などをま
ちづくりに役立てようとしていますが、江戸時代は差別
社会、格差社会でもありました。なぜか、そういったも
のに懐かしさを感じるのは日本人の感性によくなじんで
いるからかもしれません。さらに江戸時代は究極のエコ
社会で、概ね一年間に使うエネルギーは、一年間で再生
される量すなわち一年間に育つ木材の量であったと言わ
れています。又、例外的な一部の騒乱を除き260年間も
戦争をしなかった平和な時代であったことも事実です。
　我々の生活を江戸時代に戻すことはできませんが、や
はり、少しはエネルギーの節約やエコな生活をせざる得
ない時代が来たかなと思っています。
■出席報告

西入悦雄（フェローシップ会員）、上原、小田中、工藤、
久保、倉島、小林、塩之入、関、滝澤（修）、竹花、玉井、
田守、塚田、橋詰（洋）、舟見、松山、水出、蓑輪、村上、
母袋（卓）、栁澤亨、栁澤誠、山寺、依田
※西入悦雄君／コンペで、BGを取ったお祝いとして。
※小林正人君／久々に西入さん、北村さん、滝澤先生と

回りましたが、西入さんはお上手でした。
※工藤　恒君／ゴルフコンペはブービーメーカーでした。

次回も楽しみます。

※上原　達君／今日は、田守会長エレクトのお話をじっ
くりとお聞きしたいと思います。

※蓑輪佳明君／小田中先生、ピカピカの歯にしてくれて有
難うございます。何でも食べられるぞ！

※玉井権太郎君／長野マラソン完走しました。途中、暑
くて死ぬかと思いました。

本日の金額／34,000円　　累計／1,067,000円

ニ コ ニ コ B O X （敬称略）

本　日
前々回

正会員数 ベース 欠席 メイク 出席率
52 49 20 ― 59.18％
52 48 19 10 81.25％


